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セセミミナナーー講講演演要要旨旨

国際 ー 主催 国際 会

議 、 年、第 回会議 神戸 開催 以来、 ～

年 世界各地 開催 、 年秋、

・ 節目 第

回会議 開催 。

機 、 沿岸域管理

政策 振 返 、今後

活動 考 、

年 月 日（火） ー

階 ー ー （神戸市中央

区中山手通） 、「沿岸域管理

政策 ー

」 題 、 国際

ー 開催 。

ー 国内 講師 名、海外 講師 名

講演 行 、 会議開催 発端 日本

沿岸域管理政策

ー 行 他、 ・

ー 湾 環境人材

育成 、 年 夏季

開催 控

州 湾 環境

改善政策 、様々 経験

知見 共有 、今後 沿岸域管理

方向性 考 場

。

日本 年代 高度経済成

長期 深刻 水質汚濁 健康

被害 赤潮発生 漁業 生活

環境 悪影響 改善 、

法令 規制 下水道整備、工

場排水処理設備 設置等 取組

行 。 水質総量削

減制度 。 東京湾、

伊勢湾 瀬戸内海 流入 、全窒素、

全 汚濁負荷 総量削減 図 結果、瀬戸内海

水質環境基準 達成 。 一方、赤潮 貧酸

素水塊 収 海域 、 、汚濁負荷総量

削減 低次 生産 抑制 生態系

変化 、高次 生物 栄養 循環 水産資源

減少 海域 。 課題 解決 、

海域 海域・陸域 一体 栄養塩類 円滑

循環 向 効率的 効果的 管理方策 明

有効 。環境省 年 年程度

海域 「海域 物質循環健全化計画」

検討・策定 進 、 東日本大震災 影響

受 海域 対象 、復興 里海 手法

活用 環境再生 取組 支援 。

瀬戸内海 年 中央環境審議会 「瀬

戸内海 今後 目指 将来像 環境保全・再

生 在 方」 関 報告 出 、 受 現在、

瀬戸内海 多面的機能 最大限 発揮 「豊 海」

目指 、瀬戸内海 環境保全 係 基本計画 見直

取 組 。

日本 閉鎖性海域 水環境保全施策 「美 、

多様 生物 生息 、賑 豊 海」 実現

向 舵 切 、新 ー 迎 。

エメックスセンタ が する エメックス

は を で して

ごとに で してきましたが ト

ルコ マルマリスで となる

を いたしました そ

れを に これまでの

を り り のエメック

ス について えるため

にラッセホ ル

ル ジュロ ズ

にて

のレビュ とエメックスのこ

れから と し エメックス

セミナ を しました

セミナ では の の による

が われ エメックス の となった

やアメリカでの の

レビュ を った アメリカ

チェサピ ク における

や に オリンピッ

ク を えるブラジルのリオデ

ジャネイロ グアナバラ の

について な や

を し の

の について える となり

ました

では の

の な による

や による や

への を するため

による や

の の が

われた その つに

がある これにより

および において する

リンの の が られた

では が された その や

が まらない もあり また の

が の を することによって バラン

スが し の へと が せず が

している もある こうした を するため

ごとに が となった の な

に けた かつ な を らかにす

ることが である では より か

かけてモデル における の

の を め さらに により を

けた を に のため づくりの やノ

ウハウを した の を してきた

においては に から

における の すべき と

の り に する が され これを け

の が に された かな

を し の に る の し

に り んでいる

の における は しく

な が でき わいのある かな の

に けて を るなど たなステ ジを えている
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１．日本 沿岸域管理政策 ー
講演者：根木 桂三
（環境省 水・大気環境局 閉鎖性海域対策室室長）

の のレビュ とこれから
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瀬戸内海 富栄養化現象 進行

赤潮 多発 、 年

播磨灘 発生 ・

ー 赤潮（以下、

赤潮） 養殖

約 億円 被害 与 、

海域 富栄養化 赤

潮 因果関係 得

。 、 年以降、瀬戸内海 屎尿 内海投棄

禁止、瀬戸内海環境保全臨時措置法 富栄養化対策

盛 込 瀬戸内海環境保全特別措置法 制定、化学的

酸素要求量（ ） 総量削減 導入 排水処理

施設 下水道整備 負荷削減対策 行 。

赤潮 発生 海洋構造 、比較的浅

水深（ ～ ） 安定 栄養塩成層 存在 、表層

栄養塩 欠乏状態 底層 多 栄養塩 存在

特徴 。 実験（室内無菌培養

槽） ・窒素成層条件下 日周鉛

直移動 夜間 底層 栄養塩摂取 明 、

実験（自然生態系 捕獲 現場海域隔

離水塊） 人為的富栄養化 環境制御 浅 栄養塩

成層 維持 、 約 日周鉛直

移動 行 赤潮発生 誘発 明 。

後、赤潮発生防止対策 富栄養化 有効性 環境

省 位置 、赤潮裁判 和解裁定 貢献

。

生活・産業排水対策 瀬戸内海 水質 大 改

善 、住民 環境保全意識 向上 相 、瀬戸内海

赤潮発生防止 大 役割 果 、一部 海域

底層 高栄養塩濃度 貧酸素水塊 認

。赤潮発生件数 年 件 年

件 急増 、 年以降 約 件 減少 、

等 渦鞭毛藻類赤潮 発生 見

。

年度（第 次総量削減基準年度） 現況年度、

年度 目標年度 瀬戸内海沿岸管理 中長期

作成 。将来人口、将来気象 、政府等 推計値

用 、対策 年度 流入負荷

量 ％減、 （全窒素） ％減、

（全 ） ％減 、 年度 瀬戸内海環境

予測 。

予測結果 、底層 （溶存酵素） 年間最低値 分

布 大阪湾、播磨灘西部、燧灘東部、広島湾、周防灘西

部沿岸 依然 貧酸素水塊 存在 。

表層 貧栄養状態 底層 貧酸素水塊

底泥 栄養塩 溶出 、豊富 栄養塩 存在

。底泥中 大量 休眠状態 存在 、

今後、流入負荷削減 継続 、以前 赤

潮発生 横 状態 続 予想 、今後 沿

岸域管理 十分留意 必要 言 。

米国沿岸部 海面上昇、暴風雨

頻度 降水量 増大、海水温上

昇等、気候変動 様々 影響

受 。最 相対的海面上

昇 速度 速 地盤沈下

地域 、 州沿岸部、

ー 湾沿岸部 海面

上昇 影響 都市部 島、塩

性湿地 洪水 増大 予想 。人口

増加 沿岸部 開発 沿岸生態系 海面上昇 影響

受 、 、開発 運 堆積物 量

変 、浸食 悪化 、湿地 損傷 。

川堆積系 人為的 変 、天然資源 採

掘 地表面 沈下 、 州沿岸部

過去数十年 平方 湿地 失 。 、

高潮 多量 降雨 影響 受 。

山間部 気温上昇 融雪水 表面流出 増 、

湾 ー 湾 発生 海底 酸素 激

減 ー 、窒素、 汚染物

質 流入 引 起 。 、海水温 上昇 温

度 敏感 種 生息域 北上 、寒 環境 個体数

確立 侵入生物種 生 残 在来

種 競争 始 。 、大気中 二酸化炭素

濃度 上昇 海水 酸性化 引 起 、多 海洋生

物 礁 健康 悪影響 与 可能性 。

米国環境保護庁 沿岸部 気候変動問題 取 組

設置 、沿岸域

脆弱性評価、気候変動 指標 明確化、

適応計画 作成、利害関係者 気候変動 対 教育

参加 呼 成功 。

の の

とともに が し に

で したシャットネラ

アンティ カによる

シャットネラ は ハマチ

に もの を えたが

の とシャットネラ

の は られていなかっ

た しかし での の

の や を

り んだ の

の の による

や などの が われた

シャットネラ が する は い

に した が し

の は で に くの が してい

るのが である マイクロコズム

でリン でのシャットネラの

と の での を らかにし メゾ

コズム をそのまま した

で と による い

の により シャットネラが の

を い を することを らかにした そ

の として の が

で づけられ での にも する

ことができた

により の は きく

し の の も まって

の に きな を たしたが の

ではまだ での と が められ

ている は の から に

へ し は に したが ギム

ノディニウム の の がいまだ られ

る

を

を として の シナリ

オを した に の

を い シナリオとして にくらべ

が で で

リン で として での

を した

は の の

は

で として が することとなった

では であっても では によ

り から が するため な が

する に のシストが で しており

を したとしても として

が ばい で くと されるため の

も する があると える

は

の や の

による な

を けている も

の が いのは して

いる で ルイジアナ

チェサピ ク などは

の により や

の リスクが すると されている

や の により は の

を けやすくなり また は ばれる の を

え を させ を させることがある

ミシシッピ が に えられ の

により が したことで ルイジアナ

は で マイルの を った また

や の の も けやすくなっている

の は の を やし メキ

シコ とチェサピ ク に している の が

してしまうデッドゾ ンに リンなどの

の を き こしている また の は

に な の を させ い で を

できなかった が き ることにより

との が まっている また の

の は の を き こし くの

やサンゴ の に を える がある

は の に り む

プログラムを し

コミュニティの の の

の への に する

と への びかけをすることにより をおさめた
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赤潮発生機構解明 沿岸域管理
講演者：渡邉 正孝

（中央大学研究開発機構 教授）

米国 沿岸域管理 気候変動
講演者： ー ・

（ ・環境保護庁・部族問題局首席局長補代理）

と

における と
ジェ ン ニシダ

アメリカ
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チェサピ ク の は

に のチェサピ ク が

されたことにより めて

された

そして では と

にわたって が され

た を ねるごとに より く

の の を め に

けてより しく より な

そしてより な が されている

つの とワシントン を む にわたる

を つチェサピ ク は の さが

のみ の が れ んでおり

は と いのが である メリ ランド は

に べて に が れ む は いが の

が の に し の が に んで

いるため を して のための を

も く している

メリ ランド やワシントン では や な

どによるチェサピ ク プログラム リサ チコンソ

シアム グル プなどが に り んで

いる しかし の である の では

に り む が く その でリ ダ シッ

プを って に り むことは な にある

チェサピ ク くにあるワシントンカレッジではリ

ダ を てるため チェサピ クセメスタ を して

いる か にわたるこのセメスタ は や

などの との

のフィ ルドトリップなど に べるプロ

グラムとなっている また を れて や

を び チェサピ ク の との や への

を んでいる たとえば れる のベリ ズで

は がサンゴ に を えているが チェサ

ピ ク でも が となっていてキ スト

ン の に を えている

リ ダ シップを ぶにはチェサピ ク だけではな

く から び し をすること そして

な え をせず な え を にし な

からの なアプロ チをする を つことが め

られる また くの に い な を うため

も となる

は へ て リ ダ として

している コンサルタントや や

の に く や を める

ため へ む など がそれぞれの でリ ダ

シップを っている

リオデジャネイロ にあるグア

ナバラ は に が

み な インフラや

の が する

いの には

な やごみ が

く の で を い

ている

の な を す

るための の プログラムが サ

ミット の に

によって ち げられたが く かなかった

の オリンピック に けた オリンピッ

ク との により の に け

の な により を するため

の しい が に された プログラム グ

アナバラ の プログラム

は の を け の の

とのパ トナ シップを に

の をサポ トしている

では は の から に

は まで えたが の を するため

の には の の

の が であり そのため は

を めてプロジェクトの を めているところである｡

この な の にあるのが というチャ

レンジである は

そして の など な の を けてい

る たちはそれらの な を し

なリスクを がなければならない

の を するためには の を し

のすべての を き んで の モデ

ルを することが となる の しいガバナンス

を り の かつ な を り し

するための の を するために は

メリ ランド とパ トナ シップ

を した チェサピ ク の はリオデジャネ

イロのチャレンジにとって に なものとなるだろう｡

ー 湾 環境回復

年 最初 ー 湾協定

締結 初 組織

化 。以来、 年、 年、

年、 直近 年 、

回 湾協定 宣言

。回 重 、 多

人々 参加 求 、汚染削減

向 厳 、 明確 、

現代的 目標 設定 。

州 含

流域 持 ー 湾 、海岸線 長 ㎞

（感潮域 ）、 主要河川 流 込 、平均

水深 浅 特徴 。 ー 州

他州 比 海 淡水 流 込 割合 低 、郡

％ 湾 感潮水域 面 、人口 ％ 湾流域 住

、政治的意思 反映 湾再生 資金

最 多 出 。

ー 州 、連邦 州

ー 湾 、 ー ー

、財団、市民 ー 湾再生 取 組

。 、実際 汚染発生源 支流域 州

再生 取 組 政治的意思 弱 、 中 ー ー

取 湾再生 取 組 困難 状態 。

ー 湾近 ー

ー 育 、 ー ー 開講

。 月間 ー 、生態学 人

文科学、自然科学 学習、専門家 意見交換、約

日間 ー 、統合的 学

。 、海外 訪 文化 生態学

学 、 ー 湾 状況 比較 汚染 対応

策 学 。 今年訪 中米 ー

海洋酸性化 礁 影響 与 、

ー 湾 海洋酸性化 問題 ー ー

種 牡蠣 影響 与 。

ー ー 学 ー 湾

世界 学 、比較 、意見交換 、

単純 考 方 複雑 考 方 大切 、様々 面

全体的 ー 資質 持 求

。 、多 人 会 、様々 活動 行

忍耐力 必要 。

学生達 卒業後、社会 出 市民 ー ー 活躍

。環境 沿岸警備隊、教育 環

境保護、天然資源関係 仕事 就 人 、研究 深

大学院 進 人 、皆 世界 ー ー

取 。

州

湾 、湾周辺 万人

住 、深刻 都市 社会

的・文化的欠乏 問題 存在 。

流域沿 不法建築住居 適切

下水処理設備 収集設備

無 、湾 各所 水質悪化 招

。

都市部 不衛生 状態 是正

最初 大規模 年前、地球環境

（ ） 後 州

政府 立 上 長 続 。

年 夏季 開催 向 国際

委員会 約束 、湾 環境回復達成 向 、排

水 適切 収集・処理 有機物負荷 削減

新 規制 年 制定 。新 「

湾周辺自治体 環境衛生 」（ ）

、米州開発銀行（ ） 融資 受 、流域

自治体 ー ー 中心 、自治体衛生計画

開発 ー 。

湾周辺 、下水処理率 年 年

増 、湾流域全体 衛生 達成

下水処理施設建設事業 、現在 予算以上

資金確保 必要 、 州政府 財政的解決

策 求 詳細 詰

大規模 事業 先 環境復元

。湾周辺 石油化学、沖合石油基地、造船

所 港 拡張工事 様々 開発 影響 受

。私 集中的 湾利用 緩和 、潜在的

防 。

湾 健全性 促進 、住民 参加 促 、

地元 利害関係者 巻 込 、湾 管理

確立 必要 。湾 新

体制 作 、湾 健全 持続可能 状態 取 戻 、

維持 最良 方法 共有 、州政府

昨年 月、米国 ー 州 ー ー 協定

締結 。 ー 湾回復 経験

非常 重要
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チェサピ ク におけるリ ダ シップ
の と

マイケル ハ デスティ
アメリカ ワシントンカレッジ センタ

チェサピ クセメスタ アシスタントディレクタ
ブラジル グアナバラ の

チェサピ ク グアナバラ パ トナ
シッププロジェクト

ゲルソン セルヴァ
ブラジル リオデジャネイロ グアナバラ

プログラムエグゼクティブコ ディネ タ

ー 湾再生 ー ー
～市民 責任 参画～

講演者： ・ ー
（ ・ 環境社会 ー

ー ー ー）
・ 湾 環境政策

～ ー 湾 湾 ー ー
～

講演者： ・
（ ・ 州環境局 湾
浄化 ー ー ー）
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な を した の持続可能 沿岸海域実現 目指 沿岸海域管理手法 開発

4

環境省 実施 「環境研究総合推進費」 、地球

温暖化 防止、循環型社会 実現、自然環境 共生、

環境 管理等 安全 確保 、持続可能 社

会構築 環境政策 推進 不可欠 科学的

知見 集積及 技術開発 促進 目的 、環境分野

全領域 研究開発 行 。

一環 、国際 ー 平成

年度 沿岸域環境管理 手法 提案 「Ｓ 持続

可能 沿岸海域実現 目指 沿岸海域管理手法 開発」

取 組 。

持続可能 沿岸海域実現 目指 沿

岸海域管理手法 開発

柳 哲雄

（公益財団法人国際

ー特別研究員）

平成

～ 年度

生物多様性 関 愛知目標

海洋保護区（ ） 設置 求 対

、 関 環境行政面 対応 遅 。

本研究 、沿岸海域 後背地 陸域 自然

・人間活動 総合的 、物質循環・ ー

姿 対 、現状 如何 改変 必要

、具体的 提案 行 、 国 沿岸海域環境

管理手法 提案 。

陸域 近 沿岸海域 海域環境管理手法 構築

、（ ）閉鎖性海域 代表 瀬戸内

海、（ ）開放性内湾 志津川湾 連 三陸沿

岸海域、（ ）国際的 閉鎖性海域 日本海 沿岸

部、 海域 、沿岸海域環境管理 方

針 確立 。 、（ ）社会・人文科学的 考察

加 、平成 年度 （ ）沿岸海域管理 統

合数値 構築 開始 。

研究 、具体的 沿岸海域環境管理 対

手法 提案 行 。

瀬戸内海 水質管理 現在 一律管理 地政学的・

社会的 特性 季節的 変動 考慮 湾灘管理

発展 、栄養塩管理 生物生息環境 保全

・再生 通 赤潮等 障害 起 健全 物質循

環 高 生物生産性 実現 目標 持続性 高 沿

岸管理手法 開発 。

三陸沿岸海域 藻場生態系 変遷

、 人手 加 豊 沿岸海域

復活 有効 明 。三陸海岸海域

・ ・ 最適養殖法 提案

行 。 、森 海 恋人 定量的 証

明 行 。

地球環境変動・東 海 環境変動 対馬暖流内側域

及 環境変化及 各湾 影響 共通性 独自

性 明 、 指定 生物多様性保全 果

役割 解明 、陸域 海域 統合 陸海連携管理方法

提案 、日本・中国・韓国・ 等 連

携 日本海・対馬暖流域統合管理手法 提言 。

日本 沿岸海域 生態系 ー 経済評価

評価 計算 。沿岸域 持続可能

発展 必要 沿岸域統合管理手法 提案 行 。

非漁民 沿岸海域 結 、彼 沿岸海域管理 組

込 必要 里海物語 発見・構築・継承 行 。

対馬・五島 海洋保護区 漁業活動調整 関

方式 提案 。

全体 成果目標 達成 目指 、研究調

整・連携促進・課題全体 進行管理 行 。 、各 ー

生 出 研究成果 統合 、 世紀 持続可能 沿

岸海域地活用 目指 沿岸海域管理手法 提示 行 。

、 ー 目標・指標 提示 行

、自然・社会・人文科学統合 提案 。

が する では

の の との

リスク による の など な

のための の にとって な

の び の を として

のほぼ にわたる が われています

この として エメックスセンタ では

より の を する

な を した の

に り むことになりました

な を した

の

エメックス

センタ

に する で

は の が められているのに

して それに する からの の れがある

では とその である の

を にとらえ エコト ンの

あるべき に して を に することが

か な を い わが における

を する

に い における を

するにあたって の としての

である などが なる

な としての の

をモデル として にむけた

を する さらに な も

えて からは のための

モデル を する

これらの により な に

する の を う

の を の から

な および な を した に

させるとともに と の

を じて の を こさない な

と い の を とした の い

を する

における の をモニタリン

グし どのような を えることが かな を

させることに かを らかにする

におけるカキ ホタテ ワカメなどの の

を う さらに が の であることの な

を う

シナ の が

に ぼす びその への の と

を らかにし が に たす

を し と を した

を するとともに ロシア が

した を する

の の サ ビスの およびサ

ステイナビリティ を する の な

のために な の を う

と を びつけ らを に

み むために な の を う

の における に する

を する

プロジェクト の の を し

の を う また テ

マが み す を し の な

を した の を う

このため それぞれのテ マの の を う

とともに モデルを する
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研究課題名：

研究代表者：

研究実施期間：

研究 趣旨

研究 概要
ー ：閉鎖性海域・瀬戸内海 栄養塩濃度

管理法 開発
ー ー：西嶋 渉（広島大学環境安全 ー教授）

ー ：開放性内湾 連 三陸沿岸海域
沿岸環境管理法 開発

ー ー：小松 輝久（東京大学大気海洋研究所准教授）

ー ：陸棚・島嶼 含 国際的閉鎖性海域・
日本海 海域管理法 開発

ー ー：吉田 尚郁（公益財団法人環日本海環境協力
ー主任研究員）

ー ：沿岸海域 生態系 ー 経済評価・
統合沿岸管理 提示

ー ー：仲上 健一（立命館大学政策科学部教授）

ー ：沿岸海域管理 統合数値 構築
ー ー：柳 哲雄（公益財団法人国際

ー特別研究員）

の

の
テ マ における

の
リ ダ センタ

テ マ が なる における
の

リ ダ

テ マ を む
の の

リ ダ
センタ

テ マ の サ ビスの
モデルの

リ ダ

テ マ のための モデル
リ ダ エメックス

センタ

MPA

MPA
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国際エメックスセンターウェブサイトをリニューアルしました国際エメックスセンターウェブサイトをリニューアルしました国際エメックスセンターウェブサイトをリニューアルしました国際エメックスセンターウェブサイトをリニューアルしました

5

国際 ー ー

。 ー 情報 活動、閉鎖性海域情報等、様々 内容

詳 、見 伝 構成 、

覧 。

今後 最新 情報 発信 、 一層、内容 充実

。

エメックスセンタ のウェブサイトをリニュ アルしまし

た センタ の や な をよ

り しく やすくお えできる になっていますので ぜひ

ご ください

も の を し より の をはかって

いきます

ウェブサイトアドレス（ ）URL http: www emecs or jp// . . .
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（ 委員会）

（ 展示 ー ）

（ 大学構内）

（学生 ）

（ ー ）

EUCC

EMECS ブ ス

クライペダ

セッション

フィ ルドトリップ
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国際 ー 、平成 年 月 日～ 日

・ 開催 会

議 参加 。 会議 年 度、 ー

国々 開催 （

）主催 会議 、統合的沿岸域管理 沿

岸域・海洋環境保全、沿岸域 ー 漁業

管理、 ー 管理、気候変動対応 重点 ー

。

ー 平成 年 月 ・

開催 予定 第 回世界閉鎖

性海域環境保全会議（ ） ー ー

ー 事務局 委員会 出

席 、 企画等 概要報告 行 、当

該会議 協力 呼 。

、展示 ー ー 活動紹介 、

人 手 加 沿岸海域 生物生産性 生物

多様性 高 理念 「里海」 展示 他、

行 。 ー 訪 参加者達

、里海 質問 、 参加

感想 。

今回 会議 開催 、 三国

西部 位置 国内唯一 港湾

都市 。街 旧市街 新市街 分 、今 古

建物 数多 残 。

大学構内

行 会議 ー 各地

約 名 研究者 実務家達 参加 、沿岸域 気候

変動 対応 沿岸域漁業管理、沿岸域・海洋 自然保

全 ー 研究発

表、 ー 発表 行 。

、 大学 大学 学生達

学生 、各校 気候変動 対応

沿岸域管理 研究成果 発表 、熱心 議

論 質問 繰 広 。

ー 、 ・ ー

ー 州 ー 最大 ー 、

ー・ ー 船 巡 、船内

諸国事務所 周年式典 表彰式 開催 。

船上 平成 年 世界文化遺産 登録

全長 ㎞ ー砂州 望 、

参加者達 冷 風 吹 出 砂州 独

特 景観 熱心 眺 。

エメックスセンタ は

にリトアニア クライペダで された

に しました は に ヨ ロッ

パの で されている

の で や

におけるツ リズムや

ラグ ン などを テ マと

しています

エメックスセンタ は にロシア サンク

トペテルブルクにて を している

のロ カルオ ガナ

イザ であるロシアの とともに に

し の について を い

への の を びかけました

またあわせて ブ スにてセンタ の や

の を えることにより の と

を める である についての の

の を いました ブ スを れた

からは についての や にぜひ

したいとの をいただきました

の が されたクライペダは バルト の

つであるリトアニアの に する の

です は と に かれており も

い が く されています

クライペダ の

で われた にはヨ ロッパ か

ら の や が し の

への や の

などをテ マにした つのセッションでは の

ポスタ セッションでは の が われました

また クライペダ やオランダの つの の

による セッションでは の に した

プロジェクトの を し な

や が り げられました

フィ ルドトリップでは リトアニアとロシア カリ

ニングラ ド にまたがるヨ ロッパ のラグ ン

クルシュ ラグ ンを で り で バルト

の や などが されました

からは にユネスコ に され

た におよぶクルシュ を むことができ

は たい が きつけるデッキに て の

の を に めていました
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柳 哲 雄
（公財）国際 ー特別研究員、九州大学名誉教授エメックスセンタ

（ ー 会場）

（ 教授）

（ 養殖池）

ワ クショップ

エビ

Suhendar

第 回 国際 ー

年 月 ～ 日、 ・ 島中部

開催 。 ー 年 月

開催 第 回 ー 続

、 創生活動 全土 拡大

、日本人 名、韓国人 名 他、約 人

人 参加 行 。

日目 開会式

（主催者

応用技術庁

長官

市長 挨拶） 続

、 （北

太平洋海洋科学機

構） 牧野博士

（水産総合研究 ー） 、 ー

太平洋東部 西部 地域 作

活動 一環 述 、私

創生活動 支援 、

定義、創生活動 重要性 述 。

続 政策 、応用技術庁総務部長 応用

技術庁 組織・活動・重点施策、応用技術庁農業水産局

副長官 海洋生物資源研究 現状、 養殖学

会事務局長 持続可能 養殖業 内容、林業水産業産品

販売会社 社長 現在 第 次産

業産品 生産・輸出状況 関 報告 行 。

午後 科学

、

ー

企画責任者

教授（応用技術庁）

創生運動

背景 現状、

教授（釜慶大学） 用 韓国養殖漁

場環境改善技術、廣田博士（水産総合研究 ー）

創生 地域

海岸漁村 社会科学的考察、 准教授（

工科大） 海岸 多栄養段階養殖 数

値 解析、 部長（応用技術庁水産養殖部）

海岸 多栄養段階養殖 進展状況、

博士（応用技術庁） 塩分耐性 種 開発

状況、 副部長（応用技術庁農業工学部） 沿岸水産

業産品 販路 関 報告 行 、 沿岸

水産・養殖業 科学的知見 裏付 発展

伺 。

後 教育 、 大学海洋水

産学部、 大学理学部、 農科大学海洋

水産学部、 大学水産学部 各部長 、

学部 関連 教科科目、実習内容

紹介 行 。

日目 海岸 養殖場、魚養殖場、

ー 苗木生育場 現場訪問 行 。約

名 参加者 分乗 台、車 台 ー

先導 、半日間、各施設 回 。

市長 依頼 、 先導 可

能 。 養殖・生育場 年前

水田 、地球温暖化 海面上昇 、頻発

高潮 地下水塩水化 米 耕作 不可能 、

市当局 指導

、民間資本

初期投資 養殖

・生育池 作

。 養殖

場合 、 池

隣

池 海藻池

作 海水 循環 水質悪化 防 、魚病

発生防止 努 、魚養殖 、

養殖池内 海藻 増 水質悪化 防 、魚病発生防

止 試 。 ー 苗木育成池 、同時

養殖 行 。 場合

海岸 多栄養段階養殖実験 成果 生

、安心 。農民 養殖漁民 変

現地 人 、収入 約 倍 増 言 、笑顔 見

。

午後 討議 、 沿岸 人手

加 続 、海面上昇 土地浸食

防 、 適 複合養

殖 方向性 議論 。 、来年 応用技術庁

主催 、国際 ー 後援 、

創生活動 全土 広 第

回国際 ー 開催 決 。
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ワ クショップが

インドネシア ジャワ の

で されました このワ クショップは に

ジャカルタで された ワ クショップに くも

ので をインドネシア に する

ために の のイン

ドネシア が して われました

は

のインド

ネシア

と

の に

いて

の

センタ から このワ クショップは

の と に モデル を ろ

うという の であることが べられ からはイ

ンドネシア を したいこと

の の を べました

く セッションでは が

の

が の インドネシア

が な の

の が のインドネシアにおける

の などに する を いました

の セッ

ションでは この

ワ クショップの

がインドネシア

の と

がイトゴカイを いた

センタ が

インドネシア モデル である

の

が における の

モデル

が における の

が テラピア の

が

の に する を い インドネシアの

が に けられて しつつあ

ることが われました

その の セッションでは

の が それ

ぞれの における の

の を いました

は のエビ

マングロ ブ の が われました

の が したバス はパトカ に

され を りました インドネシア

では の があれば このようなパトカ が

とのことです いずれの も までは

でしたが による のため

する と により の が になり

の のも

と によ

る で

を りま

した エビ の

は エビ の

にミルクフィッ

シュ と を

って を させて を ぐとともに

に めており では ミルクフィッシュ

に を やして を ぎ

を みています マングロ ブ では

にワタリガニ を っています いずれの も

での の が かさ

れていて しました から に わった

の は が に えたと って を

せていました

のまとめの では により に

が わり けることにより による を

ぐことができることや に した

の が されました また は

が し エメックスセンタ が して

をさらにインドネシア に めるための

ワ クショップを することが められました

2014

11 26 27

2013

130

50
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※ ー ー 再生紙 利用 。

賛同 協力、 参加 心 待 。 、 近 方 是非、本会 紹介 。

※入会 希望 方 、国際 ー事務局 問 合 。

このニュ スレタ は を しています

ご いただけるみなさまのご ご を よりお ちしています また みなさまのお くの にも をご ください

を される は エメックスセンタ までお い わせください

事務局 知からのお らせ

《年会費》 《特 典》

投 稿 募 集

編集・発行及 連絡先

１００ ０００
３０ ０００
１０ ０００

,
,NGO
,

円団 体 会 員
円団体
円個 人 会 員

１

２
３

当 ー 主催 共催 ー等 優先的 参加
。

当 ー 有 最新 情報 提供 受 。
当 ー 実施 調査研究 形成 参加 。

閉鎖性海域 関 研究 活動、会議、図書等 情報提供 待 。

公益財団法人 国際 ー

センタ が または するシンポジウムセミナ に に
することができます
センタ が する の の を けることができます
センタ が する プロジェクトの などに できます

に する や の をお ちしております

エメックスセンタび
651-0073 1 5 2 5F
TEL:078-252-0234 FAX:078-252-0404
HP : http://www.emecs.or.jp E-mail : secret@emecs.or.jp

神戸市中央区脇浜海岸通 丁目 番 号 人 防災未来 ー 東館と センタ

ル ベン コシヤン
エメックスセンタ ロシア アカデミ シルショフ

ー ・ 博士（ ）
国際 ー科学・政策委員、 科学 ー 海洋学研究所

Dr Ruben Kosyan
P P

.
. .

第 回世界閉鎖性海域環境保全会議（ ）開催 案内11 11EMECS のご
EMECS SeaCoasts XXVI11－ ジョイント会議
～変動 世界 沿岸域・ 管理～する における コミュニティのリスク

本会議 国際 ー主催 第 回世界閉鎖性海域

環境保全会議（ ） 、 ー ー

主催 会議 共同 開催 。

国際 ー 年、神戸 設立 。国

際的 学術的交流 推進 、政府、研究者、民間企

業、市民等 有機的 ー 構築 、閉鎖性海域環境 保

全 再生、持続可能 社会 発展 調査研究 会議、

ー、教育 実施 目的 。

ー ー 、 沿岸域研究者

成果 集結・連携 科学 ー 設立

研究者団体 。 年 設立 、半世紀以上

科学者 ー 専門家 信望 集 。

、 国立水文気象大学（ ）、 科学

ー 海洋学研究所（ ）、

ー 地質研究所（ ） 会議現地事務局 運

営 携 。

・沿岸域 動態

・沿岸浸食 沿岸 動力学

・ 海洋空間計画

・変動 世界 気候変動。気候変動 対 沿岸域

適応策

・沿岸域 水理工学構造物 建設 開発 浚渫

・沿岸域 海洋域生態系 調査

・沿岸域 ー

課題

・沿岸域 外洋 相互作用：生態系

・沿岸域 生態学的脆弱性：人為的負荷 自然災害

・ ー 新 知見

・沿岸域資源 持続可能 利用 開発：効果的 管理 ー

美

ー

・

開催 。

建造物群（要塞、宮殿、歴史地

区 ） 以上 個々

建築上 歴史上 重要 建造

物 持 文化的中心地

、 世界文化遺産 登

録 。

会議期間中、 ー

多 科学的、環境的

課題 抱 巨大 水理構造物

訪 。

会議終了後 、

周辺 巡 様々 ー

行 予定 。

は エメックスセンタ の

と ロシアのワ キンググル プ

の を で するものです

エメックスセンタ は に されました

レベルで を するため

と ネットワ クを し の

や な の のための や セミ

ナ プログラムを することを としています

ワ キンググル プ は ロシアの に

よる の のためロシア アカデミ に された

です に され にわたりロシア

の やヨ ロッパの の を めています

また ロシア ロシア アカデ

ミ シルショフ カルピン

スキ ロシア が として

に わります

システムとその

と の システム

と

する における に する の

における の と および

および の とモニタリング

のモデリングおよびモニタリングプロセスへのアプロ

チと

と の へのインパクト

の と

ケ ススタディと たな

の な と な とアプロ チ

サンクトペテルブルクの し

いエリアの つにあるパ クイ

ン プリバルティスカヤホテル

で します

サンクトペテルブルクは の

など と の の

かつ で な

を つロシアの

で ユネスコ に

されています

テクニカルツア

として くの な

を える な

であるサンクトペテルブルクダ

ムを れます

は サンクトペテ

ルブルク を る なツア

を う です

11
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4,000
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１

開催期間： 年 月 日（月）～ 月 日（土）
場 所： 連邦・ （予定会場： ー ・ ）
会議公式 ：

2016 8 22 8 27

// . - 2016.
ロシア サンクトペテルブルク パ クイン プリバルティスカヤホテル

ウェブサイト http: www emecs sc com

●会議

●会場

●

● ー

メイントピックス

サンクトペテルブルク

テクニカルツア


